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 1990 年代後半からその兆しを見せていた中国の経済成長は、2000 年以降急
速に加速し、それに伴い都市部を中心に生活水準が大きく向上し、牛乳乳製品
の消費も大幅に増加した。これに対して中国の生乳生産も経営規模の拡大を伴
いながら急速に増産を遂げ、中国酪農は今日、米国、インドに次ぐ世界第３位
の生乳生産大国となっている。 
 本論文では、そのような中国酪農の急成長を背景に、中国最大の酪農生産基
地である内モンゴル自治区を対象に、①なぜ急速な生乳生産の増大と酪農経営
の規模拡大が実現し得たのか、②規模拡大に伴う糞尿処理と乳量・乳質の改善
に酪農経営はどのように取り組んでいるのか、③今後その展開が期待される環
境保全と経済合理性を両立させる持続的酪農の成立条件とは何か、を解明する
ことが課題である。 
分析方法は、①の課題については中国酪農政策に関する先行研究のレビュー
と政府文書、及び各種統計の整理、②の課題については現地調査に基づく酪農
経営データの整理と比較分析、③の課題については②のデータを基礎とする線
形計画分である。 
主な分析結果は、以下の３点である。第１に、中国酪農の急激な成長と経営
規模の拡大は、改革開放以降の『三農問題』の解消を基底とする中国酪農政策
の展開によるところが大きく、それは農村経済発展を目指した初期の畜産重視
政策の開始から 1990 年代の牛乳乳製品の消費拡大政策を経て、2000 年代の
酪農基地建設に向けた財政支援政策へと続く。しかし、その生乳生産の拡張路
線も 2008 年の牛乳へのメラミン混入事件を契機に「安全・安心」を担保する
品質重視政策へと転換し、それがミルクステーションの再編を通じて乳牛養殖
小区や大規模私営牧場、乳業メーカー直営の大規模牧場の出現を誘発している
ことが明らかになった。 
第２に、現地調査結果から、乳牛飼養頭数規模が大きくなるほど１頭当たり
乳量と乳質が向上していること、自給飼料率の高い大規模私営牧場や放牧を主
体とする乳牛養殖専業合作社の所得率が高いこと、その反面大規模牧場では糞
尿の適切な堆肥化が図られず環境汚染問題が発生する可能性が高いこと、等々
が明らかになった。 
そして第３に、持続的酪農の成立条件を探るため線形計画法に基づくシミュ
レーション分析を行った結果、一定の乳量向上と乳質改善を前提にした上で、
大規模私営牧場や企業直営牧場において糞尿処理施設の導入が可能であるこ
と、放牧主体の乳牛養殖専業合作社では６次産業化に取り組み所得増大を図る
必要があること、等々が明らかになった。 
このように本論文は、改革開放以降の短期間に急速に拡大してきた中国酪農
の成長要因と今後目指すべき持続的酪農の展開条件を、現地調査のデータ等か
ら解明したオリジナリティの高い研究である。よって審査員一同は、本論文の
著者に対して博士（農学）の学位を授与するに値すると判定した。 
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